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～すべては子どもたちのために～
　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，
教育文化事業）は“最終受益者は子どもたちであること”を前提に実施しています。
　これからも，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い，事業運営に取り組んでまいりますので，
皆さまの一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

　日教弘の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）および福祉事業は，教
弘保険の契約者配当金により運営されており，日本の教育界に貢献しています。

日教弘の各事業は，教弘保険の契約者配当金を財源にしています。

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です

教弘保険加入と
保険金の支払い

60年以上に
わたる提携関係

各種の
公益事業・福祉事業

日教弘では，60年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携して

共済事業（提携保険事業）を
実施しています

教弘保険は
安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま

随想「一つのこと」
岡山市立芥子山小学校　校長　石　川　浩　子

　夏休みのある日，外出先で勤務校の児童に声を
かけられました。雑談の中でその子は「自分の洗
濯物をたたむことを続けています。」と教えてくれ
ました。終業式で私が「一つのことを続ける夏に」
と話したことを受けて決めたと笑顔で話す姿は，
生き生きとしていました。話を素直に受け止め努
力する姿に胸が熱くなるとともに，気持ちが届い
た嬉しさが大切な思い出と重なり，「ありがとう。
元気をもらいました。」と伝えて別れました。
　大切な思い出，それは40年ほど前にさかのぼり
ます。苦労知らずの私たちは，無気力・無関心・
無感動の三無主義世代と呼ばれていました。大人
を不安にさせる言動がメディアを賑わせていた
頃，新聞に若者を危惧する特集が掲載されました。
タイトルは「君たち，大丈夫か」。挑発的な内容に
私は「自信はないが，大丈夫でありたいと願いな
がら考え行動する大人になりたい」という主旨の

未熟な意見文を投稿しました。驚くことに後日，
担当記者から電話が入りました。戸惑う私に記者
は「学生自らの投稿に意義がある。熱い気持ちを
感じた。」と切り出しました。投稿内容や教職志望
であることなどについての会話の後，記者は「自
分は記事を通して何を届けるのかを考えて仕事を
しています。書くことで届けるのです。」と語りま
した。穏やかな口調の中に仕事に向かう信念や多
くの制約の中で表現する厳しさ，言葉に対する覚
悟を感じ，驚いたというのが正直なところだった
かもしれません。一学生の投稿に時間を割いて向
き合ってくれた時間は自分への応援のようにも思
えました。
　何をどのように届けるのか，届けられたものに
どう向き合うのか，力不足を痛感し，迷う日々で
す。「届ける」は重く難しく，それでも挑戦し続け
たい一つのことです。

　日教弘岡山支部では，教育カレンダーに掲載する児童生徒の絵画を募
集しています。岡山県の風景，子どもたちの夢や未来のふるさと，学校
での楽しい思い出など，平素の学習の中で指導された作品や夏休みの課
題をふるってご応募ください。

   岡山県教育カレンダー絵画コンクール作品募集中！ 応募締切
11/20（水）
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８つ切り，４つ切りまたはA3判画用紙，
６～10号キャンバスの平面作品（横長）
�
クレヨン，パス，コンテ，水彩絵の具，油絵の具など
�
１人１点
�
岡山県内の小学校，中学校，高等学校および特別支援学校等に在学する児童・生徒
�
作品の裏に学校名，学年，氏名，題名を記入し，必ず学校ごとにまとめて「岡山県教育
カレンダー絵画コンクール応募者一覧表」を添付の上ご応募ください。応募者一覧表は，
弘済会報（春号・夏号）に同封し，対象校宛てに送付しています。
● 募集要項・応募者一覧表様式はホームページからダウンロードもできます。
　 URL→http://www.okakyoko.or.jp
�
〒703-8258　岡山市中区西川原255
公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部　　教育カレンダー絵画コンクール係

募集対象

画　　材

様　　式

応募点数

応募方法

送 付 先

本年度末ご退職で
ない方も，ぜひ
ご参加ください！

　本年度末および数年後にご退職の教職員の皆様を対象に，豊かなセカンドライフ
のためのセミナーを開催します。
　このセミナーは，新たな人生のステージを迎えられる方々にとって生活設計の指
針となる内容で，毎年多くの方にご参加いただき，ご好評を得ています。ご都合の
つく会場へぜひお越しください。

50代からの「退職準備セミナー」開催のご案内

開催時間

主な内容

申込方法

●新見・岡山・津山・浅口・総社会場：受付13：00～，説明会13：30～16：00
●倉敷会場のみ：受付13：30～，説明会14：00～16：30
●教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
●「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
●専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー

●申込書をご提出，またはジブラルタ生命LC（学校園担当営業社員），
　日教弘岡山支部事務局（☎086-272-1909）へご連絡ください。

岡山会場
①11月30日（土）／②１月18日（土）
おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
TEL（086）272-1923

倉敷会場
10月26日（土）
ライフパーク倉敷

倉敷市福田町古新田940
TEL（086）454-0011

新見会場
11月16日（土）

新見商工会館
新見市高尾2475-7
TEL（0867）72-2139

総社会場
１月25日（土）
サンロード吉備路
総社市三須825-1

TEL（0866）90-0550

津山会場
12月７日（土）

津山市総合福祉会館
津山市山北520

TEL（0868）23-5130

浅口会場
12月14日（土）

浅口市健康福祉センター
浅口市鴨方町鴨方2244-26
TEL（0865）44-7007

日教弘岡山支部HP

参加費
無料

※�カーナビご使用の際
は，所在地での検索
をお願いします。
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振教 興育 事 業 の ご 報 告
　令和元年度の奨学事業（貸与および給付），教育団体助成，教育文化助成，研究大会助成および学校研究助成
について，次のとおり決定しました。日教弘岡山支部ホームページ（http://okakyoko.or.jp）では，各団体名，
活動・研究テーマも掲載していますので，ご覧ください。

※チューリップの球根贈呈校園一覧については，日教弘岡山支部ホームページ（http://okakyoko.or.jp）をご覧ください。

　この事業は，学校単位の研究活動および研究の中核となるグループに対して助成を行い，本県の教育振興に
資することを目的として実施しています。今年度は151校園に助成金1,422万円（１校園に付き上限20万円）を
助成し，229校園にチューリップの球根22,900球（１校園に付き100球）を贈呈することを決定しました。

学校研究助成  151校園に助成金1,422万円を助成，229校園にチューリップの球根22,900球贈呈

　貸与型の奨学事業は，大学（院）や短期大学，高等
専門学校，専修学校専門課程に在籍もしくは入学予
定の学生を対象に実施しています。今年度は32名に
2,725万円を貸与することを決定し，日教弘本部より
送金されました。

　給付型の奨学事業は，県内の高等学校および特別
支援学校高等部等に在籍する生徒の修学支援を目的
として実施しています。今年度は79名に790万円（１
名に付き10万円）を給付しました。

貸与奨学金  32名に2,725万円を貸与 給付奨学金  79名に790万円を給付

岡山市立雄神幼稚園 高梁市立中井幼稚園 井原市立木之子幼稚園 岡山市立石井幼稚園 高梁市立落合幼稚園
備前市立東鶴山認定こども園 倉敷市立富田幼稚園 倉敷市立郷内幼稚園 岡山市立竜之口幼稚園 真庭市立河内こども園
岡山市立芳明幼稚園 岡山市立芳田幼稚園 岡山市立庄内幼稚園 岡山市立平福幼稚園 岡山市立可知幼稚園
吉備中央町立吉備高原こども園 玉野市立田井幼稚園 備前市立日生幼稚園 岡山市立三勲幼稚園 岡山市立鹿田幼稚園
岡山市立大元幼稚園 備前市立吉永認定こども園 岡山市太伯認定こども園 岡山市伊島認定こども園 倉敷市立中洲認定こども園
倉敷市立霞丘小学校 倉敷市立琴浦北小学校 倉敷市立南浦小学校 高梁市立松原小学校 美作市立勝田東小学校
吉備中央町立吉川小学校 高梁市立巨瀬小学校 高梁市立中井小学校 矢掛町立美川小学校 真庭市立草加部小学校
浅口市立金光竹小学校 久米南町立誕生寺小学校 岡山市立五城小学校 高梁市立有漢西小学校 瀬戸内市立牛窓北小学校
高梁市立川面小学校 久米南町立神目小学校 新見市立西方小学校 井原市立稲倉小学校 玉野市立山田小学校
西粟倉村立西粟倉小学校 岡山市立幸島小学校 赤磐市立石相小学校 美作市立勝田小学校 新見市立本郷小学校
和気町立佐伯小学校 総社市立秦小学校 井原市立大江小学校 井原市立美星小学校 津山市立広野小学校
総社市立阿曽小学校 岡山市立御津南小学校 岡山市立旭竜小学校 真庭市立天津小学校 総社市立総社西小学校
鏡野町立大野小学校 岡山市立足守小学校 岡山市立桃丘小学校 岡山市立浮田小学校 高梁市立落合小学校
井原市立高屋小学校 岡山市立古都小学校 津山市立東小学校 岡山市立平島小学校 備前市立伊部小学校
和気町立本荘小学校 岡山市立箕島小学校 奈義町立奈義小学校 倉敷市立第三福田小学校 倉敷市立郷内小学校
ノートルダム清心女子大学附属小学校 倉敷市立玉島小学校 岡山市立石井小学校 岡山市立東疇小学校 岡山市立岡南小学校
倉敷市立琴浦西小学校 岡山市立妹尾小学校 岡山市立平福小学校 岡山市立芳田小学校 岡山市立庄内小学校
岡山市立芳明小学校 岡山市立中山小学校 倉敷市立倉敷南小学校 倉敷市立第四福田小学校 岡山市立操南小学校
岡山市立江西小学校 倉敷市立児島小学校 倉敷市立第一福田小学校 倉敷市立中洲小学校 岡山市立福浜小学校
岡山市立御南小学校 早島町立早島小学校 倉敷市立連島南小学校 岡山市立岡山中央小学校 岡山市立陵南小学校
倉敷市立長尾小学校 岡山市立伊島小学校 倉敷市立老松小学校 岡山市立幡多小学校 倉敷市立西阿知小学校
岡山市立高島小学校 笠岡市立北木中学校 美咲町立旭中学校 高梁市立高梁東中学校 高梁市立有漢中学校
新見市立哲西中学校 新見市立哲多中学校 井原市立芳井中学校 新見市立新見南中学校 岡山市立上南中学校
玉野市立玉中学校 津山市立久米中学校 津山市立鶴山中学校 岡山市立岡輝中学校 岡山市立東山中学校
玉野市立宇野中学校 笠岡市立笠岡東中学校 瀬戸内市立長船中学校 津山市立中道中学校 早島町立早島中学校
岡山市立福田中学校 岡山市立上道中学校 浅口市立鴨方中学校 岡山市立香和中学校 倉敷市立琴浦中学校
岡山市立高松中学校 岡山大学教育学部附属中学校 岡山市立操山中学校 倉敷市立東中学校 倉敷市立倉敷第一中学校
岡山市立操南中学校 倉敷市立西中学校 岡山市立京山中学校 岡山市立竜操中学校 倉敷市立倉敷翔南高等学校
岡山県立笠岡工業高等学校 岡山県立邑久高等学校 岡山県立笠岡高等学校 岡山龍谷高等学校 岡山県美作高等学校
岡山県立東岡山工業高等学校 岡山県立倉敷青陵高等学校 関 西 高 等 学 校 岡山県立成徳学校 岡山県立早島支援学校
岡山県立岡山南支援学校

助成金贈呈校園名

※ 日教弘岡山支部で採用できなかった団体のうち次の９団体が，一般財団法人岡山県教育会実施の助成事業に採用され，合計で
100万円が贈呈されました。

　　　　　　岡山県立高梁高等学校／岡山県高等学校音楽協議会／岡山県特別支援教育振興会／岡山県高等学校産業教育
連絡会／NPO法人国際協力研究所・岡山／坪田譲治を顕彰する会文化活動部会／うのっこ食堂運営委員会／おかやま全国
高校生邦楽コンクール実行委員会／岡山県日中教育交流協議会

　日教弘岡山支部では，学校教育，社会教育等の各分野において，研究・活動を行っている個人または組織並
びにグループ・団体（PTA・児童・生徒等の活動を含む）の活動を支援しています。今年度は74団体から申
請があり，選考の結果，53団体に550万円を贈呈しました。

教育文化助成  53団体に550万円を贈呈

　　　　　　岡輝中学校区学校運営協議会／福小シルバーの会／美作市立勝田中学校／倉敷市立琴浦東小学校／倉敷市立
連島南中学校／倉敷市立黒崎中学校／倉敷市立真備陵南高等学校／岡山県中学校文化連盟／岡山市特別支援教育研究会／
岡山県学校教育相談研究会小学校部会／岡山県小・中学校長会連絡協議会／総社市立阿曽幼稚園／倉敷市立琴浦南小学校
／第34回中学生英語暗唱大会実行委員会／岡山市立岡山中央中学校／岡山県立岡山工業高等学校／岡山市立馬屋下小学校
金管バンド部／備前市立三石小学校６年生／美作大学沖縄県人会6.23時をこえ実行委員会／岡山市立旭東公民館キャリア
教育推進委員会／おかやま山陽高等学校／総社市立新本小学校／ウィズはぁと／岡山県教育振興会／岡山市立旭東中学校
吹奏楽部／備前市立日生幼稚園父母会／西大寺保幼小運営協議会／岡山県小学校特別活動研究会／岡山県高等学校文化連
盟／笠岡市立大島小学校／岡山県高梁日新高等学校ダンス部／岡山県高等学校教育研究会英語部会／就実学園「就実・森の
学校」／倉敷市立薗小学校／倉敷市小学校音楽教育研究会／岡山県立井原高等学校／岡山県産業教育振興会／岡山市立足守
中学校／田賀屋狂言会／岡山ラボ・テューターの会／認定特定非営利活動法人アムダAMDA中学高校生会／都山流岡山県
支部／宇野学区コミュニティ協議会／倉敷フィギュアスケーティングクラブ／公益社団法人岡山県青少年育成県民会議／
飛行機と工作の会／囃子桜友会／岡山県天神山文化プラザ／仕組踊り保存会／早島少年少女合唱団／にいみ木のおもちゃ
の会／備中「聞き書き」実行委員会／子どもの遊びと手の労働研究会岡山支部

助成団体名

助成団体名

　日教弘岡山支部では，本県の教育向上・発展に資するため，県内の教育団体等が行う具体的な教育活動の助
成を行っています。今年度は15団体から申請があり，選考の結果，14団体に205万円（１団体に付き10～15万
円）を贈呈しました。

教育団体助成  14団体に205万円を贈呈

　　　　　　岡山県国公立幼稚園・こども園長会／岡山県小学校長会／岡山県中学
校長会／岡山県高等学校長協会／岡山県公立小中学校教頭会／岡山県高等学校教
頭・副校長会／岡山県立学校事務長会／岡山県特別支援学校事務長会／岡山県公立
高等学校事務職員協会／岡山県小学校教育研究会／岡山県中学校教育研究会／岡山
県高等学校教育研究会／備前市就学前教育研究会管理運営部会／全国公立小中学校
事務職員研究会岡山支部

助成団体名

　日教弘岡山支部では，教育関係団体等が２県以上にまたがる研究大会を開催する場合，その経費の一部を助
成しています。今年度は既に16件の大会に140万円（１件に付き５～20万円）を助成しました。

研究大会助成  16件に140万円を贈呈（令和元年９月３日現在）

　　　　　　令和元年度全国工業高等学校長協会第67回研究協議会岡山大会／令和元年度第60回全国電子工業教育研究
会総会・研究協議会岡山大会／日本カトリック幼児教育連盟第61回教職員研修大会岡山大会／第52回中国・四国地区肢
体不自由特別支援学校PTA連合会総会およびPTA・校長会合同研究会岡山大会／第41回中国四国地区病弱虚弱教育研究連
盟研究協議会（岡山大会）／日本生物教育会（JABE）第74回全国大会岡山大会／中国地区退職校長会連絡協議会岡山大会
／第51回全国公立小中学校事務研究大会岡山大会／第57回中国・四国地区肢体不自由教育研究協議会（岡山大会）／令和
元年度中国・四国地区高等学校長教育研究協議会／第42回中国・四国地区社会教育研究大会岡山大会／全国海外子女教
育・国際理解教育研究協議会第12回中国ブロック研究大会（岡山大会）／第60回（令和元年度）中国地区高等学校定時制
通信制教育振興大会並びに研究協議会／ジャパンマイコンカーラリー2020大会中国地区予選会／第44回全日本高等学校
書道教育研究会岡山大会／第61回弱視教育研究全国大会（岡山大会）

研究大会名
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新
見
市
立

思
誠
小
学
校

自分の力で歩む子に ～やさしく・か し こ く・たくましく～

■ 卒業生奉仕活動 ～思誠校伝統の行事～   

　思誠小学校では，毎年６月に「思誠っ子集会」を行っています。この会で
は，子どもたちの毎日の登下校を見守ってもらっている「思誠小防犯パトロール
隊」の皆さんへ感謝の気持ちを表しています。６年生が企画をして，お礼のプ
レゼントを贈ったり，一緒にゲームをしたりしています。普段は，なかなかお礼が
言えないのですが，この日は交流を通して感謝の心が伝わる集会となりました。
　現在，｢思誠小防犯パトロール隊」には，学区の31団体に入会してもらっています。
　今年，全国地域安全運動中央大会において，「功労ボランティア団体」とし
て全国表彰を受けました。

■ 「思誠っ子集会」～防犯パトロール隊の方へ感謝をこめて～   

「思誠っ子集会」ゲームの様子

風木谷の石畳を掃除する６年生

　思誠小学校の歴史は，宝暦５年（1755年）に
創立された新見藩校の思誠舘にはじまります。

「思誠」こそ思誠舘の教育目標であり，この教育
理念は校名とともに残っています。本校は市の
中心部に位置し，経済・文化・教育施設の大部
分が学区内に存在しています。平成24年に現在
の校舎やプールが新築され，すばらしい教育環
境のなかで全校児童318名が学校生活を送って
います。

　新見藩三代藩主関政富公により，1755年に藩校『思
誠舘』が創立され，文武を奨励しました。明治にな
り，思誠舘は「思誠小学校」として開校しました。校
訓は ｢誠は天の道なり，思誠は人の道なり，至誠に
して動かざるもの未だ之有らざるなり。」であり，校
舎にはこの文字が刻まれています。また，思誠舘の
督学（校長）として17年間新見藩のために献身され
た丸川松隠先生の功績を記した顕彰碑が校内に建立
され，「松隠園」として今も残っています。

■ 新見藩　藩校「思誠舘」の教え   

藩校「思誠舘」跡地の碑丸川松隠先生の顕彰碑がある
『松隠園』

　思誠小学校では，隣接する新見高校北校地
との交流を長年行っています。交流は新見高
校北校地の前身である新見北高校の頃から始
まっており，約20年間続いています。北校地
とはグラウンドを共有しており，小学校と高
等学校との連携協力を進めています。今年度
も，２年生はさつまいも作り，３年生はパソ
コンを活用したカレンダーや年賀状の作成，５
年生は米づくりのための田植えや稲刈り，ライ

スパーティーを行っています。それぞれに生物生産科や総合ビジネス科の生徒の皆さんに教えてもらいながら，
交流を深めています。高校生の中には，本校の卒業生も多く，後輩の小学生は優しく接して教えてもらっています。

■ 新見高校との交流会   

生物生産科の生徒と一緒に
田植えをする５年生

パソコンを教わる３年生

校舎外観

文
芸
の
ひ
ろ
ば

文
芸
の
ひ
ろ
ば

教
弘
歌
壇

藤
原　
明
美
選

　

作
品
の
後
に
所
属
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お
名
前
を

記
載
し
て
お
り
ま
す
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〈
特
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し
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美
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明
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お
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れ
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想
像

さ
れ
る
。

　

こ
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明
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ゆ
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よ
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。
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来
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明
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応
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は
短
歌･

俳
句
・
川
柳
毎

に
分
け
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は
が
き
に
作
品
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三
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内
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務
先･

氏
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事
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。
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回
会
報
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七
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月
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で
す
。

★
作
品
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掲
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さ
れ
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方
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図
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カ
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呈
し
ま
す
。

初
め
て
の
投
稿
、
現
職
の
皆
様

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

藤森　貴広�校長

　思誠小学校では６年生が卒業奉仕活動として，校舎横にある「風木谷」
の石畳と体育館横にある「鳳凰門」の清掃を地区の民生委員の皆さんと一
緒に行っています。鳳凰門は大変古い門で，卒業式当日だけ大きく門が開
かれ，卒業式を終えた６年生が保護者と一緒に門をくぐって学び舎を巣
立っていく古くからの伝統があります。



おかやま西川原プラザ施設使用料金表

［1］会　議　室	 ※ 大会議室Ａは第 1 ・第 2 会議室，大会議室Ｂは第 1 会議室～第 4 会議室を統合して提供します。
 ※ 各会議室には机と椅子，ホワイトボード及びTV端子が附属します。インターネットは無線LAN

対応です。有線はありません。
 ※ 可搬式案内ホワイトボード（約30㎝幅）及び横看板の木枠を無料で貸し出しています。

区　分 階 定員
床

面積
（㎡）

使用時間帯及び料金（単位：円）
基本仕様以外の

付属設備等
平　　日 土曜・日曜・祝日

午前 午後 30　分
延　長

夜間 午前 午後 30　分
延　長

夜間
9～12 13～17 18～21 9～12 13～17 18～21

本　
　

館

第 1 会議室 2F 90 155 15,720 23,960 4,490 22,470 22,470 29,960 5,610 22,470 大会議室Ａ，Ｂと同様

第 2 会議室 2F 36 56 5,610 8,560 1,600 8,020 8,020 10,700 2,000 8,020

第 3 会議室 2F 18 33 3,360 5,130 960 4,810 4,810 6,420 1,200 4,810

第 4 会議室 2F 12 20 2,240 3,420 640 3,210 3,210 4,280 800 3,210 

大会議室Ａ 2F 168 211 21,330 32,520 6,090 30,490 30,490 40,660 7,610 30,490 ステージ，演台，拡声装
置，スクリーン，
固定式プロジェクター大会議室Ｂ 2F 216 264 26,930 41,070 7,690 38,510 38,510 51,360 9,610 38,510

第 5 会議室 2F 18 28 2,800 4,280 800 4,010 4,010 5,350 1,000 4,010

特別会議室 1F 20 63 8,980 13,690 2,560 12,840 12,840 17,120 3,210 12,840 スクリーン

別　

館

第 6 会議室 2F 63 106 10,780 16,430 3,080 15,400 15,400 20,540 3,850 15,400 大会議室Ａ，Ｂと同様

第 7 会議室 2F 32 51 5,160 7,870 1,470 7,380 7,380 9,840 1,840 7,380

［2］ギャラリー	 　
床面積 展示壁面長さ 展示期間及び時間帯等（使用例） 料金（円） 展示壁面の形式 付属備品等

125.7㎡ 45ｍ 1 週間（時間帯：10時～18時）
※月曜設営，火曜～日曜展示 45,900 天井レール吊パネル 吊り下げフック

《展示期間が上記以外の場合の料金》（単位：円）
1 日間 2 日間 3 日間 4 日間 5 日間 6 日間 7 日間
13,770 22,950 32,130 36,720 41,310 45,900 45,900

［3］貸 出 備 品	 ※プロジェクターは，第 1 会議室及び第 6 会議室は固定式，その他の会議室は可搬式となります。
備品・装置名 使用料金（単位） 備考 備品・装置名 使用料金（単位） 備考

固定式プロジェクター 3,210円（１回） 天井吊下式 拡声装置 2,140円（１回） マイク：有線2本・無線2本

可搬式プロジェクター 2,140円（１回） スクリーン含む 白布 530円（１枚） 10枚まで（W1800×D450用）

［A］割引制度	 ※会議室・ギャラリーは，児童・生徒及び教育関係者等が使用する場合，下記の割引があります。
区　　　分 割引率 70％割引 30％割引 20％割引

会　　議　　室
割引の対象

児童・生徒が主体の会議等 学校教育関係者・地方公共団体・
地元町内会の主催行事 当プラザ入居団体の主催行事

ギ ャ ラ リ ー 児童・生徒の作品展示等

［B］キャンセル料	 　
区　　　分 3 ヶ月前から 2 ヶ月前から 1 ヶ月前から 1 週間前から 3 日前から 催事当日

大会議室Ｂ，ギャラリー 10％ 20％ 30％ 50％ 80％ 100％

上記以外の会議室 － 10％ 20％ 50％ 80％ 100％

〒703-8508　岡山市中区西川原255番地
開館時間　　8：30～21：00
休 館 日　　12月29日～１月３日の期間及び臨時休館日
アクセス　　＊JR山陽本線
　　　　　　　西川原・就実駅下車北出口徒歩０分
　　　　　　＊宇野バス東岡山線
　　　　　　　西川原（天下一品前）停留所下車徒歩５分
管理運営　　一般財団法人　岡山県教育会
　　　　　　TEL （086）272−1923　　FAX （086）238−3500

広 告

下記料金は消費税込みの料金です。
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